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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のデータに対応する第１のサムネイルを生成する第１の生成手段と、
　第２のデータに対応する第２のサムネイルを生成する第２の生成手段と、
　選択されている前記第１のサムネイルが、前記第２のサムネイルの一部または全部の上
側に重なる第１の表示形態となるように、前記第１のサムネイルおよび前記第２のサムネ
イルの表示位置として、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第２の線の上の
いずれかを指定する第１の指定手段と、
　第１のサムネイルと第２のサムネイルが重ならない第２の表示形態となるように、前記
第１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルの表示位置を指定する第２の指定手段と、
　画面の第１のエリアの前記第１の指定手段により指定された位置に、前記第１のサムネ
イルおよび前記第２のサムネイルの表示を制御し、前記第１のエリアの所定の位置に前記
第１のサムネイルに対応する第１のテキストの表示を制御し、前記第１の線に対応する仮
想の開いた第３の線の上、または前記第２の線に対応する仮想の閉じた第４の線の上に、
前記第２のサムネイルに対応する第２のテキストの表示を制御する第１の表示制御手段と
、
　前記第１のエリアの前記第２の指定手段により指定された位置に、前記第１のサムネイ
ルおよび前記第２のサムネイルの表示を制御する第２の表示制御手段と、
　前記第１の表示形態に切り替えるための第１のアイコンと、前記第２の表示形態に切り
替えるための第２のアイコンを前記画面の第２のエリアに表示するアイコン表示手段と
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　を含むことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記第１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルを名前順、属性毎、大きさ順、また
は記録年月日順に並べる場合に対応するアイコンを表示する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記第１の表示制御手段は、操作手段に対して行われた第１の操作または第２の操作に
対応して、記録媒体に記録されているコンテンツに対応するサムネイルの表示を制御し、
　前記操作手段に対して、第３の操作が行われたとき、前記第１の表示制御手段により、
選択状態にその表示が制御されている前記サムネイルに対応するコンテンツを再生する再
生手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記再生手段により再生される前記コンテンツを利用するアプリケーションプログラム
のアイコンの表示を、前記操作手段に対して行われた前記第１の操作または前記第２の操
作に対応して制御する第３の表示制御手段と、
　前記第３の表示制御手段により、所定のアプリケーションプログラムのアイコンの表示
が、アクティブ状態に制御されている場合において、前記操作手段に対して前記第３の操
作が行われたとき、アクティブ状態にアイコンの表示が制御されている前記所定のアプリ
ケーションプログラムを起動させる起動手段と
　をさらに備えることを特徴とする請求項３に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記起動手段は、前記第３の表示制御手段により、前記アプリケーションプログラムの
アイコンのいずれの表示も、アクティブ状態に制御されていない場合において、前記操作
手段に対して前記第３の操作が行われたとき、起動させた前記アプリケーションプログラ
ムを終了する
　ことを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　第１のデータに対応する第１のサムネイルを生成する第１の生成ステップと、
　第２のデータに対応する第２のサムネイルを生成する第２の生成ステップと、
　選択されている前記第１のサムネイルが、前記第２のサムネイルの一部または全部の上
側に重なる第１の表示形態となるように、前記第１のサムネイルおよび前記第２のサムネ
イルの表示位置として、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第２の線の上の
いずれかを指定する第１の指定ステップと、
　第１のサムネイルと第２のサムネイルが重ならない第２の表示形態となるように、前記
第１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルの表示位置を指定する第２の指定ステップ
と、
　画面の第１のエリアの前記第１の指定ステップの処理により指定された位置に、前記第
１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルを表示するように表示を制御し、前記第１の
エリアの所定の位置に前記第１のサムネイルに対応する第１のテキストを表示するように
表示を制御し、前記第１の線に対応する仮想の開いた第３の線の上、または前記第２の線
に対応する仮想の閉じた第４の線の上に、前記第２のサムネイルに対応する第２のテキス
トを表示するように表示を制御する第１の表示制御ステップと、
　前記第１のエリア前記第２の指定ステップの処理により指定された位置に、前記第１の
サムネイルおよび前記第２のサムネイルを表示するように表示を制御する第２の表示制御
ステップと、
　前記第１の表示形態に切り替えるための第１のアイコンと、前記第２の表示形態に切り
替えるための第２のアイコンを前記画面の第２のエリアに表示するアイコン表示ステップ
と
　を含むことを特徴とする情報処理方法。
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【請求項７】
　前記第１の表示制御ステップは、操作手段に対して行われた第１の操作または第２の操
作に対応して、記録媒体に記録されているコンテンツに対応する閲覧用画像の表示を制御
し、
　前記操作手段に対して、第３の操作が行われたとき、前記第１の表示制御ステップの処
理で、選択状態にその表示が制御された前記閲覧用画像に対応するコンテンツを再生する
再生ステップと
　をさらに含むことを特徴とする請求項６に記載の情報処理方法。
【請求項８】
　第１のデータに対応する第１のサムネイルを生成する第１の生成ステップと、
　第２のデータに対応する第２のサムネイルを生成する第２の生成ステップと、
　選択されている前記第１のサムネイルが、前記第２のサムネイルの一部または全部の上
側に重なる第１の表示形態となるように、前記第１のサムネイルおよび前記第２のサムネ
イルの表示位置として、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第２の線の上の
いずれかを指定する第１の指定ステップと、
　第１のサムネイルと、第２のサムネイルが重ならない第２の表示形態となるように、前
記第１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルの表示位置を指定する第２の指定ステッ
プと、
　画面の第１のエリアの前記第１の指定ステップの処理により指定された位置に、前記第
１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルを表示するように表示を制御し、前記第１の
エリアの所定の位置に前記第１のサムネイルに対応する第１のテキストを表示するように
表示を制御し、前記第１の線に対応する仮想の開いた第３の線の上、または前記第２の線
に対応する仮想の閉じた第４の線の上に、前記第２のサムネイルに対応する第２のテキス
トを表示するように表示を制御する第１の表示制御ステップと、
　前記第１のエリアの前記第２の指定ステップの処理により指定された位置に、前記第１
のサムネイルおよび前記第２のサムネイルの表示するように表示を制御する第２の表示制
御ステップと、
　前記第１の表示形態に切り替えるための第１のアイコンと、前記第２の表示形態に切り
替えるための第２のアイコンを前記画面の第２のエリアに表示するアイコン表示ステップ
と
　を含むことを特徴とするコンピュータが読み取り可能なプログラムが格納されているプ
ログラム格納媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、情報処理装置および方法、並びにプログラム格納媒体に関し、特に、例えば、
記録した画像や音声の内容を容易に閲覧することができるようにした情報処理装置および
方法、並びにプログラム格納媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
記録媒体に記録されているコンテンツの閲覧用画像（例えば、サムネイル画像）を表示し
て、ユーザが、視聴したいコンテンツの内容を閲覧することができる情報処理装置が開発
されている。
【０００３】
ユーザは、表示されるサムネイル画像を切り換えて閲覧し、または所望のコンテンツを再
生するために、マウスやタッチパネル等のポインティングデバイスを操作する。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のポインティングデバイスは、それを、例えば、２次元的（縦横左右
）に移動させて操作するようになされており、確実に操作することができるようになるた
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めには、ある程度の習熟が必要となる。すなわち、ポインティングデバイスの操作に対し
て初心者であるユーザは、それを正確に操作することができず、結局、迅速にコンテンツ
を閲覧することができない課題があった。
【０００５】
本発明はこのような状況に鑑みてなされたものであり、容易に、かつ、確実に、コンテン
ツを閲覧することができるようにするものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明の情報処理装置は、第１のデータに対応する第１のサムネイルを生成する第１の
生成手段と、第２のデータに対応する第２のサムネイルを生成する第２の生成手段と、選
択されている第１のサムネイルが、第２のサムネイルの一部または全部の上側に重なる第
１の表示形態となるように、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルの表示位置として
、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第２の線の上のいずれかを指定する第
１の指定手段と、第１のサムネイルと第２のサムネイルが重ならない第２の表示形態とな
るように、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルの表示位置を指定する第２の指定手
段と、画像の第１のエリアの第１の指定手段により指定された位置に、第１のサムネイル
および第２のサムネイルの表示を制御し、第１のエリアの所定の位置に第１のサムネイル
に対応する第１のテキストの表示を制御し、第１の線に対応する仮想の開いた第３の線の
上、または第２の線に対応する仮想の閉じた第４の線の上に、第２のサムネイルに対応す
る第２のテキストの表示を制御する第１の表示制御手段と、第１のエリアの第２の指定手
段により指定された位置に、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルの表示を制御する
第２の表示制御手段と、第１の表示形態に切り替えるための第１のアイコンと、第２の表
示形態に切り替えるための第２のアイコンを画面の第２のエリアに表示するアイコン表示
手段とを含むことを特徴とする。
【０００９】
　第１のサムネイルおよび前記第２のサムネイルを名前順、属性毎、大きさ順、または記
録年月日順に並べる場合に対応するアイコンを表示することができる。
【００１１】
　第１の表示制御手段は、操作手段に対して行われた第１の操作または第２の操作に対応
して、記録媒体に記録されているコンテンツに対応するサムネイルの表示を制御し、操作
手段に対して、第３の操作が行われたとき、第１の表示制御手段により、選択状態にその
表示が制御されているサムネイルに対応するコンテンツを再生する再生手段とをさらに備
えることができる。
【００１２】
　再生手段により再生されるコンテンツを利用するアプリケーションプログラムのアイコ
ンの表示を、操作手段に対して行われた第１の操作または第２の操作に対応して制御する
第３の表示制御手段と、第３の表示制御手段により、所定のアプリケーションプログラム
のアイコンの表示が、アクティブ状態に制御されている場合において、操作手段に対して
、第３の操作が行われたとき、アクティブ状態にアイコンの表示が制御されている所定の
アプリケーションプログラムを起動させる起動手段とをさらに備えることができる。
【００１３】
　起動手段は、前記第３の表示制御手段により、前記アプリケーションプログラムのアイ
コンのいずれの表示も、アクティブ状態に制御されていない場合において、操作手段に対
して第３の操作が行われたとき、起動させた前記アプリケーションプログラムを終了する
ことができる。
【００１４】
　本発明の情報処理方法は、第１のデータに対応する第１のサムネイルを生成する第１の
生成ステップと、第２のデータに対応する第２のサムネイルを生成する第２の生成ステッ
プと、選択されている第１のサムネイルが、第２のサムネイルの一部または全部の上側に
重なる第１の表示形態となるように、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルの表示位



(5) JP 4730571 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

置として、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第２の線の上のいずれかを指
定する第１の指定ステップと、第１のサムネイルと第２のサムネイルが重ならない第２の
表示形態となるように、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルの表示位置を指定する
第２の指定ステップと、画面の第１のエリアの第１の指定ステップの処理により指定され
た位置に、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルを表示するように表示を制御し、第
１のエリアの所定の位置に第１のサムネイルに対応する第１のテキストを表示するように
表示を制御し、第１の線に対応する仮想の開いた第３の線の上、または第２の線に対応す
る仮想の閉じた第４の線の上に、第２のサムネイルに対応する第２のテキストを表示する
ように表示を制御する第１の表示制御ステップと、第１のエリアの第２の指定ステップに
より指定された位置に、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルを表示するように表示
を制御する第２の表示制御ステップと、第１の表示形態に切り替えるための第１のアイコ
ンと、第２の表示形態に切り替えるための第２のアイコンを画面の第２のエリアに表示す
るアイコン表示ステップとを含むことを特徴とする。
【００１５】
　第１の表示制御ステップは、操作手段に対して行われた第１の操作または第２の操作に
対応して、記録媒体に記録されているコンテンツに対応する閲覧用画像の表示を制御し、
操作手段に対して、第３の操作が行われたとき、第１の表示制御ステップの処理で、選択
状態にその表示が制御された閲覧用画像に対応するコンテンツを再生する再生ステップと
をさらに含むことができる。
　本発明の第１のプログラム格納媒体のプログラムは、第１のデータに対応する第１のサ
ムネイルを生成する第１の生成ステップと、第２のデータに対応する第２のサムネイルを
生成する第２の生成ステップと、選択されている第１のサムネイルが、第２のサムネイル
の一部または全部の上側に重なる第１の表示形態となるように、第１のサムネイルおよび
第２のサムネイルの表示位置として、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第
２の線の上のいずれかを指定する第１の指定ステップと、第１のサムネイルと、第２のサ
ムネイルが重ならない第２の表示形態となるように、第１のサムネイルおよび第２のサム
ネイルの表示位置を指定する第２の指定ステップと、画面の第１のエリアの第１の指定ス
テップの処理により指定された位置に、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルを表示
するように表示を制御し、第１のエリアの所定の位置に第１のサムネイルに対応する第１
のテキストを表示するように表示を制御し、第１の線に対応する仮想の開いた第３の線の
上、または第２の線に対応する仮想の閉じた第４の線の上に、第２のサムネイルに対応す
る第２のテキストを表示するように表示を制御する第１の表示制御ステップと、第１のエ
リアの第２の指定ステップにより指定された位置に、第１のサムネイルおよび第２のサム
ネイルを表示するように表示を制御する第２の表示制御ステップと、第１の表示形態に切
り替えるための第１のアイコンと、第２の表示形態に切り替えるための第２のアイコンを
画面の第２のエリアに表示するアイコン表示ステップとを含むことを特徴とする。
　本発明の情報処理装置および方法、並びに第１のプログラム格納媒体のプログラムにお
いては、第１のデータに対応する第１のサムネイルが生成され、第２のデータに対応する
第２のサムネイルが生成され、選択されている第１のサムネイルが、第２のサムネイルの
一部または全部の上側に重なる第１の表示形態となるように、第１のサムネイルおよび第
２のサムネイルの表示位置として、仮想の開いた第１の線の上、または仮想の閉じた第２
の線の上のいずれかが第１に指定され、第１のサムネイルと、第２のサムネイルが重なら
ない第２の表示形態となるように、第１のサムネイルおよび第２のサムネイルの表示位置
が第２に指定され、画面の第１のエリアの第１に指定された位置に、第１のサムネイルお
よび第２のサムネイルが表示され、第１のエリアの所定の位置に第１のサムネイルに対応
する第１のテキストが表示され、第１の線に対応する仮想の開いた第３の線の上、または
第２の線に対応する仮想の閉じた第４の線の上に、第２のサムネイルに対応する第２のテ
キストが表示され、第１のエリアの第２に指定された位置に、第１のサムネイルおよび第
２のサムネイルを表示し、第１の表示形態に切り替えるための第１のアイコンと、第２の
表示形態に切り替えるための第２のアイコンを画面の第２のエリアに表示するように表示
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が制御される。
　本発明の第２のプログラム格納媒体のプログラムは、操作手段による第１の操作、第２
の操作、または第３の操作に対応して所定の処理を実行する情報処理装置を制御するプロ
グラムであって、操作手段に対して行われた第１の操作または第２の操作の方向に対応し
て、記録媒体に記録されているコンテンツに対応する閲覧用画像が選択状態になるように
表示を制御する表示制御ステップと、操作手段に対して、第３の操作が行われたとき、表
示制御ステップの処理で、選択状態にその表示が制御された閲覧用画像に対応するコンテ
ンツを再生する再生ステップとからなることを特徴とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明を適用したノート型のパーソナルコンピュータ１の外観を示している。こ
のノート型のパーソナルコンピュータ１は、基本的に、本体２と、この本体２に対して開
閉自在とされる表示部３により構成されている。
【００１７】
本体２には、その上面に、各種の文字や記号などを入力するとき操作されるキーボード５
、カーソル（マウスポインタ）を移動させるときなどに操作されるポインティングデバイ
スとしてのタッチパット６、および電源スイッチ８などが設けられており、また、側面側
に、ジョグダイヤル４、スロット９、IEEE1394ポート１０１、およびメモリースティック
（商標）１１６を装着するためのメモリースティックスロット１１５が設けられている。
なお、タッチパット６に代えて、例えば、スティック式のポインティングデバイスを設け
ることも可能である。
【００１８】
また、表示部３の正面には、画像を表示するＬＣＤ（Liquid Crystal Display）７が設け
られている。ＬＣＤ７の右上部には、電源ランプＰＬ、電池ランプＢＬ、およびメッセー
ジランプＭＬ等のＬＥＤよりなるランプが設けられている。また、ＬＣＤ７の上部には、
マイクロホン６６が設けられている。なお、電源ランプＰＬや電池ランプＢＬ、メッセー
ジランプＭＬ等はＬＣＤ７の下部に設けることも可能である。
【００１９】
ジョグダイヤル４は、本体２の平面図を示す図２、ジョグダイヤル４付近の本体２の拡大
図である図３、またはジョグダイヤル４側の本体２の側面図である図４に示されるように
、本体２上のキーボード５のキーＡおよびキーＢの間に組み込まれ、また、キーとほぼ同
じ高さになるように取り付けられている。ジョグダイヤル４に対しては、図３の矢印ａに
示す回転操作または矢印ｂに示す移動操作が行われる。
【００２０】
なお、ジョグダイヤル４は、本体２の左側面に配置してもよく、表示部３の左側面又は右
側面、あるいは、キーボード５の、例えば、ＧキーとＨキー（共に図示せず）の間に縦方
向に配置してもよい。また、ジョグダイヤル４は、タッチパッド６を人差し指で操作しな
がら親指で操作できるように、前面の中央部に配置してもよく、あるいは、タッチパッド
６の上端縁又は下端縁に沿って横方向に配置しても、また、タッチパッド６の右ボタンと
左ボタンの間に縦方向に配置してもよい。更に、ジョグダイヤル４は、縦方向や横方向に
限定せず、各指で操作し易い斜め方向へ、所定角度を付けて配置してもよい。その他、ジ
ョグダイヤル４は、ポインティングデバイスであるマウスの側面の親指で操作可能な位置
に配置することも可能である。
【００２１】
図５は、パーソナルコンピュータ１の電気的構成を示すブロック図である。
【００２２】
ホストバス５２には、ＣＰＵ（Central Processing Unit（中央処理装置））５１および
ブリッジ５３が接続されている。ＣＰＵ５１は、例えば、インテル（Intel）社製のペン
ティアム（Pentium（商標））プロセッサ等で構成されている。
【００２３】
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ブリッジ５３は、ＲＡＭ（Random Access Memory）５４およびキャッシュメモリ５５に接
続され、ＡＧＰ（Accelerated Graphics Port）５０を介してビデオコントローラ５７に
接続されている。ブリッジ５３はまた、ＰＣＩバス５６にも接続されている。ブリッジ５
３は、例えば、インテル社製の４００ＢＸなどで構成されており、ＣＰＵ５１やＲＡＭ５
４周辺の制御を行う。なお、このブリッジ５３と後述するブリッジ５８とで、いわゆるチ
ップセットが構成されている。
【００２４】
ＲＡＭ５４は、例えば、ＤＲＡＭ（Dynamic Random Access Memory）で構成され、ＣＰＵ
５１が実行するプログラムや、ＣＰＵ５１の動作上必要なデータを記憶する。ＲＡＭ５４
には、起動が完了した時点において、例えば電子メールプログラム５４Ａ、オートパイロ
ットプログラム５４Ｂ、オペレーティングプログラム（ＯＳ）５４Ｃ、コンテンツ閲覧プ
ログラム５４Ｄ、およびその他のアプリケーションプログラム５４Ｅ１乃至５４Ｅnが、
ＨＤＤ６７から転送され、記憶される。
【００２５】
電子メールプログラム５４Ａは、モデム７５を介して、電話回線７６のような通信回線経
由で通信文を授受するプログラムである。
【００２６】
オートパイロットプログラム５４Ｂは、予め設定された複数の処理（またはプログラム）
などを、予め設定された順序で順次起動して、処理するプログラムである。
【００２７】
ＯＳ５４Ｃは、例えば、マイクロソフト社のウィンドウズ９５（Windows 95）、ウィンド
ウズ９８（Windows 98）（ともに商標）、あるいは、アップルコンピュータ社のマックＯ
Ｓ（商標）等に代表される、コンピュータの基本的な動作を制御するものである。
【００２８】
コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、ジョグダイヤル４の操作に対応して、ＨＤ
Ｄ６７またはメモリースティック１１５などに記録されている画像や音声の内容を示すサ
ムネイル画像を、ＬＣＤ７に表示させるための処理などを実行する。なお、ここでの処理
については、後述する。
【００２９】
キャッシュメモリ５５は、ＣＰＵ５１が使用するデータをキャッシュする。なお、図示し
ていないが、ＣＰＵ５１にも１次的なキャッシュメモリが内蔵されている。
【００３０】
ビデオコントローラ５７は、ＰＣＩバス５６に接続されており、ＰＣＩバス５６またはＡ
ＧＰ５０を介して供給されるデータに基づいて、ＬＣＤ７の表示を制御する。
【００３１】
サウンドコントローラ６４は、ＰＣＩバス５６に接続されており、マイクロホン６６から
の音声入力を取り込んだり、スピーカ６５に対して音声信号を供給する。
【００３２】
ＰＣＩバス５６には、この他、ブリッジ５８、モデム７５、ＰＣカードスロットインター
フェース１１１、およびメモリースティックインターフェース１１４がさらに接続されて
いる。
【００３３】
モデム７５は、電話回線７６およびインターネットサービスプロバイダ７７を介して、イ
ンターネット８０等の通信ネットワークやメールサーバ７８等に接続することができる。
【００３４】
なお、ＰＣカードスロットインターフェース１１１に接続されているスロット９に、イン
ターフェースカード１１２を適宜装着することにより、外部装置とデータを授受すること
ができる。例えば、スロット９に装着したインターフェースカード１１２に、ドライブ１
１３を接続することで、ドライブ１１３に装着される磁気ディスク１２１、光ディスク１
２２、光磁気ディスク１２３、または半導体メモリ１２４などとデータを授受することが
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できる。
【００３５】
また、メモリースティックインターフェース１１４に接続されているメモリースティック
スロット１１５に、メモリースティック１１６を適宜装着することにより、メモリーステ
ィック１１６とデータを授受することができる。
【００３６】
ブリッジ５８は、例えば、インテル社製のＰＩＩＸ４Ｅなどで構成されておりＩＤＥ（In
tegrated Drive Electronics）コントローラ／コンフィギュレーションレジスタ５９、タ
イマ回路６０、ＩＤＥインターフェース６１、およびＵＳＢ（Universal Serial Bus）イ
ンターフェース６８を内蔵している。
【００３７】
ブリッジ５８は、ＩＤＥバス６２に接続されるデバイス（例えば、ＨＤＤ６７）、ＵＳＢ
ポート１０７に接続されるデバイス、もしくは、ＩＳＡ／ＥＩＯ（Industry Standard Ar
chitecture / Extended Input Output）バス６３およびＩ／Ｏインターフェース６９を介
して接続されるデバイスの制御等を行う。
【００３８】
ブリッジ５８のＩＤＥコントローラ／コンフィギュレーションレジスタ５９は、いわゆる
プライマリＩＤＥコントローラとセカンダリＩＤＥコントローラとの２つのＩＤＥコント
ローラ、およびコンフィギュレーションレジスタ（configuration register）等から構成
されている。
【００３９】
プライマリＩＤＥコントローラは、ＩＤＥバス６２を介して、ＨＤＤ６７が接続されてい
るコネクタ（図示せず）に接続されている。また、セカンダリＩＤＥコントローラは、他
のＩＤＥバス（図示せず）を介して、外部装置と接続するようになされている。
【００４０】
ＨＤＤ６７には、電子メールプログラム６７Ａ、オートパイロットプログラム６７Ｂ、Ｏ
Ｓ６７Ｃ、コンテンツ閲覧プログラム６７Ｄ、およびその他の複数のアプリケーションプ
ログラム６７Ｅ１乃至６７Ｅn、並びに、それらのプログラムで用いられるデータ等が記
憶されている。ＨＤＤ６７に記憶されているプログラム６７Ａ乃至６７Ｅｎは、起動（ブ
ートアップ）処理の過程で、ＲＡＭ５４内に順次転送され、格納される。
【００４１】
ブリッジ５８と、ＩＳＡ／ＥＩＯバス６３を介して接続されているＩ／Ｏインターフェー
ス６９には、図示を省略したコネクタを介して、ジョグダイヤル４、キーボード５、タッ
チパッド６、およびIEEE1394ポート１０１がそれぞれ接続されている。
【００４２】
ジョグダイヤル４、タッチパッド６、またはキーボード５を用いて、ユーザが操作を行っ
た場合、ジョグダイヤル４、キーボード５、またはタッチパッド６から、それぞれが受け
た操作に対応する信号が、Ｉ／Ｏインタフェース６９に入力され、Ｉ／Ｏインタフェース
６９は、それを、ＩＳＡ／ＥＩＯバス６３に出力する。また、Ｉ／Ｏインターフェース６
９は、IEEE1394ポート１０１を介して外部との間でデータの送受信を行う。
【００４３】
Ｉ／Ｏインターフェース６９にはさらに、電源ランプＰＬ、電池ランプＢＬ、メッセージ
ランプＭＬ、その他のＬＥＤよりなるランプ、および電源制御回路７３が接続されている
。電源制御回路７３は、内蔵バッテリ７４又はＡＣ電源に接続されており、各ブロックに
、必要な電源を供給するとともに、内蔵バッテリ７４や、周辺装置のセカンドバッテリの
充電のための制御を行うようになされている。
【００４４】
このＩ／Ｏインターフェース６９と、ＲＯＭ（Read Only memory）７０、ＲＡＭ７１、お
よびＣＰＵ７２とは、相互に接続されて構成されている。ＲＯＭ７０には、例えば、IEEE
1394I/F（Interface）プログラム７０Ａ、ＬＥＤ制御プログラム７０Ｂ、タッチパッド入
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力監視プログラム７０Ｃ、キー入力監視プログラム７０Ｄ、ウェイクアッププログラム７
０Ｅ、およびジョグダイヤル状態監視プログラム７０Ｆが、予め格納されている。
【００４５】
IEEE1394I/Fプログラム７０Ａは、IEEE1394ポート１０１を介して送受信されるIEEE1394
準拠のデータの入出力を行うプログラムである。ＬＥＤ監視プログラム７０Ｂは、電源ラ
ンプＰＬ、電池ランプＢＬ、メッセージランプＭＬ、およびその他のＬＥＤよりなるラン
プの点灯の制御を行うプログラムである。
【００４６】
タッチパッド入力監視プログラム７０Ｃは、タッチパッド６を用いたユーザによる入力を
監視するプログラムである。キー入力監視プログラム７０Ｄは、キーボード５やその他の
キースイッチを用いたユーザによる入力を監視するプログラムである。ウェイクアッププ
ログラム７０Ｅは、ブリッジ５８内のタイマ回路６０から供給される現在時刻データに基
づいて、予め設定された時刻になったかどうかをチェックして、設定された時刻になると
、所定の処理（またはプログラム）を起動するために各チップ電源の管理を行うプログラ
ムである。
【００４７】
ジョグダイヤル状態監視プログラム７０Ｆは、ジョグダイヤル４に対して行われた回転操
作による回転型エンコーダ部の回転、あるいは移動操作による押下を常に監視するととも
に、その監視結果を、必要に応じて、所定のプログラム（例えば、ＲＡＭ５４にロードさ
れたコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄ）に供給する。
【００４８】
ＲＯＭ７０にはさらに、BIOS（Basic Input/Output System）７０Ｇが書き込まれている
。BIOSとは、基本入出力システムのことをいい、ＯＳやアプリケーションプログラムと周
辺機器（ディスプレイ、キーボード、ＨＤＤ等）の間でのデータの入出力を制御するプロ
グラムである。
【００４９】
ＲＡＭ７１は、ＬＥＤ制御、タッチパッド入力ステイタス、キー入力ステイタス、および
設定時刻用の各レジスタや、ジョグダイヤル状態監視用のＩ／Ｏレジスタ、IEEE1394I/F
レジスタ等を、レジスタ７１Ａ乃至７１Ｆとして有している。例えば、ＬＥＤ制御レジス
タは、ジョグダイヤル４が押下された場合、電子メールの瞬時の立ち上げ状態を表示する
メッセージランプＭＬの点灯を制御する。キー入力ステイタスレジスタは、ジョグダイヤ
ル４が押下されると、操作キーフラグが格納されるようになっている。設定時刻レジスタ
は、ある時刻を任意に設定することができる。
【００５０】
ＣＰＵ７２は、Ｉ／Ｏインターフェース６９を介して、電源をオン又はオフするとき操作
される電源スイッチ８を監視している。
【００５１】
ＣＰＵ７２はまた、電源スイッチ８がオフ状態の場合においても、常に内部電源により、
ＲＯＭ７０のEEE1394I/Fプログラム７０Ａ乃至BIOS７０Ｇを実行することができる。すな
わち、IEEE1394I/Fプログラム７０Ａ乃至BIOS７０Ｇは、表示部３のＬＣＤ７上に、いず
れのウィンドウも開いていない場合においても、すなわち、ＯＳ５４Ｃが起動されていな
い場合においても、常時動作しいている。
【００５２】
例えば、ジョグダイヤル状態監視プログラム７０Ｆが、常時動作していることより、ユー
ザは、例えば、省電力状態、あるいは電源オフ状態であっても、ジョグダイヤル４を押下
するだけで、好みのソフトウェアやスクリプトファイルを起動することができる。すなわ
ち、パーソナルコンピュータ１に専用のキーを設けなくとも、プログラマブルパワーキー
（ＰＰＫ）機能を兼ね備えることができる。
【００５３】
次に、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄによるコンテンツ閲覧処理について説明する。こ



(10) JP 4730571 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

のコンテンツ閲覧処理が実行されることにより、コンテンツのサムネイル画像が、アイコ
ンとしてＬＣＤ７に表示され、ユーザは、それにより、コンテンツを閲覧することができ
る。なお、この例の場合、メモリースティック１１６には、動画、静止画、または音声の
コンテンツが記録されているものとし、それらのコンテンツを閲覧するものとする。また
、この例の場合、動画のコンテンツのサムネイル画像は、最初のフレームの画像であり、
静止画のコンテンツのサムネイル画像は、その静止画の画像であり、また音声のコンテン
ツのサムネイル画像は、音声データに対応する所定の画像である。
【００５４】
はじめに、コンテンツ閲覧用の画面（以下、閲覧画面と称する）の構成を説明する。この
閲覧画面は、例えば、図６に示すように、その中央に設けられたビューエリアと、その下
側に設けられたコントロールエリアから構成されている。
【００５５】
ビューエリアには、サムネイル画像が、アイコン（以下、サムネイルアイコンと称する）
として、各種の形態で表示される。例えば、サムネイルアイコンは、図６のビューエリア
に示されるように、直線状（縦方向に延びる直線）に並べられて表示されたり（以下、こ
の表示形態をラインビューと称する）、図１４に示すように、円を形成する曲線状に並べ
られて表示される（以下、この表示形態をサークルビューと称する）。また、図１７に示
すように、３次元空間に存在する螺旋状に並べられて表示されたり（以下、この表示形態
をスパイラルビューと称する）、図２１に示すように、平面に（縦横に）並べられて表示
される（以下、この表示形態を平面ビューと称する）。なお、これらの表示形態について
は、それぞれ後述する。
【００５６】
コントロールエリアには、表示形態に対応するアイコン（以下、表示形態用アイコンと称
する）がその左側に、そしてサムネイルアイコンの並び順に対応するアイコン（以下、ソ
ート用アイコンと称する）がその右側に表示される。
【００５７】
この例の場合、表示形態用アイコンとして、サークルビューに対応したアイコンＡ－１、
平面ビューに対応したアイコンＡ－２、スパイラルビューに対応したアイコンＡ－３、お
よびラインビューに対応したアイコンＡ－４が、それぞれ表示される。
【００５８】
また、この例の場合、上述した表示形態のそれぞれにおいて、サムネイルアイコンを、コ
ンテンツの名前の順番（例えば、”あいうえお”順）に、コンテンツの属性毎（例えば、
動画、静止画、または音声毎）に、コンテンツの大きさ（記録容量の大きさ）の順番に、
またはコンテンツの記録年月日の順番に、並べることができる。つまり、ソート用アイコ
ンとして、名前順に並べる場合に対応するアイコンＢ－１、属性毎に並べる場合に対応す
るアイコンＢ－２、記録容量の大きさ順に並べる場合に対応するアイコンＢ－３、および
記録年月日順に並べる場合に対応するアイコンＢ－４が表示される。
【００５９】
なお、コントロールエリアに表示される表示形態用アイコンおよびソート用アイコンのう
ち、それぞれ１つのアイコンが選択されるが、選択されたアイコンＡ，Ｂは、コントロー
ルエリアの中央部分に移動するとともに、図中、”view”または”sort”が付された図形
により指し示されるようにして表示される。図６の閲覧画面におけるコントロールエリア
は、表示形態用アイコンのアイコンＡ－４およびソート用アイコンのアイコンＢ－１がそ
れぞれ選択された状態を示している。
【００６０】
次に、サムネイルアイコンの各表示形態でコンテンツを閲覧する場合の処理について、そ
れぞれ説明する。
【００６１】
はじめに、ラインビューでコンテンツを閲覧する場合の処理について説明する。
【００６２】
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ラインビューにおける場合の閲覧画面のビューエリアには、メモリースティック１１６に
記録されているコンテンツのサムネイルアイコンが、図６に示すように、直線状に並べら
れて表示される。サムネイルアイコンの並びの順番は、コントロールエリアのソート用ア
イコンに対応する順番に従う。図６の例では、名前順に並べる場合に対応するアイコンＢ
－１が選択されているので、サムネイルアイコンは、コンテンツの名前順に並んでいる。
【００６３】
またこのサムネイルアイコンの並びは、１つのサムネイルアイコンが、ビューエリアの中
央に位置するように表示されるとともに（以下、ビューエリアの中央に位置するようにし
て表示されているサムネイルアイコンを、適宜、選択状態サムネイルアイコンと称する）
、図中、内に曲がる矢印で示すように、選択状態サムネイルアイコンを中心に、左右に揺
れいているように表示される。
【００６４】
選択状態サムネイルアイコンとされたサムネイルアイコン（ビューエリアの中心に表示さ
れるサムネイルアイコン）は、そのサムネイル画像の全体が表示されるとともに、対応す
るコンテンツの名前（名前６）、属性（JPG、カメラの絵）、記録容量（８０Ｋ）、およ
び記録年月日（1999/04/20）がその下側に付され、かつ、枠に囲まれるようにして表示さ
れる。
【００６５】
選択状態サムネイルアイコン以外のサムネイルアイコンは、そのサムネイル画像が、重な
るようにして表示される。またこのサムネイルアイコンに対応するコンテンツの名前およ
び属性が、サムネイルアイコンの表示位置に対応して表示される。
【００６６】
すなわち、ユーザは、閲覧画面のビューエリアにおいて、選択状態サムネイルアイコンの
サムネイル画像の全体、並びに対応するコンテンツの名前、属性、大きさ、および記録年
月日を閲覧することができ、また他のサムネイルアイコンのサムネイル画像の一部、並び
に対応するコンテンツの名前および属性を閲覧することができる。
【００６７】
また、ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させることで（図３の矢印ａに示すように回転
操作することで）、ビューエリアに表示されているサムネイルアイコンをスクロールする
ことができる。ジョグダイヤル４が上方に回転されると、サムネイルアイコンの全体が、
例えば、その回転角に対応する分だけ、下方にスクロールされる。すなわち、サムネイル
アイコンがそれぞれ下方に移動し、ビューエリアの下側に表示されていたサムネイルアイ
コンは、表示されなくなり、ビューエリアの上側からは、新たなサムネイルアイコンが表
示されるようになる。
【００６８】
図７の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４が上方に回転されて、サム
ネイルアイコンの全体が下方にスクロールされた結果、サムネイルアイコンの並びにおい
て先頭の”名前１”のコンテンツのサムネイルアイコン（例えば、コンテンツの名前順に
おいて最初のサムネイルアイコン）が、選択状態サムネイルアイコンとして表示されてい
る。なお、この状態で、ジョグダイヤル４がさらに上方に回転されても、これ以上、下方
にスクロールされないようになされている。
【００６９】
一方、ジョグダイヤル４が下方に回転されると、サムネイルアイコンの全体が、例えば、
その回転角に対応する分だけ、上方にスクロールされる。すなわち、表示されているサム
ネイルアイコンがそれぞれ上方に移動し、例えば、図６の例では、ビューエリアの上側に
表示されていたサムネイルアイコンは、表示されなくなり、ビューエリアの下側からは、
新たなサムネイルアイコンが表示されるようになる。
【００７０】
図８の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４が下方に回転されて、サム
ネイルアイコンの全体が上方にスクロールされた結果、サムネイルアイコンの並びにおい
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て最後尾の”名前１５”のアイコンに対応するサムネイルアイコン（例えば、コンテンツ
の名前順において最後のサムネイルアイコン）が、選択状態サムネイルアイコンとして表
示されている。なお、この状態で、ジョグダイヤル４がさらに下方に回転されても、これ
以上、上方にスクロールされないようになされている。
【００７１】
以上のようにして、ユーザは、メモリースティック１１６に記録されている全てのコンテ
ンツ（サムネイルアイコン）を閲覧することができる。
【００７２】
さらに、ユーザは、閲覧の結果、所望のコンテンツを見つけ出したとき、それを視聴する
ことができる。
【００７３】
ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させ、所望のコンテンツのサムネイルアイコンを、選
択状態サムネイルアイコンとして表示させた後、ジョグダイヤル４を押下する（図３の矢
印ｂに示すように、移動操作する）。これにより、所望のコンテンツが再生される。例え
ば、所望のコンテンツが静止画である場合、その画像が、図９に示すように、ビューエリ
アに拡大表示される。またコンテンツが動画である場合、その動画が、ビューエリアに表
示され、またはコンテンツが音声である場合、その音声が再生されて、スピーカ６５から
出力される。
【００７４】
以上のようにして、ユーザは、所望のコンテンツを視聴することができる。
【００７５】
さらに、ユーザは、閲覧画面において、再生されたコンテンツを利用することができるア
プリケーションプログラムを選択し、起動させることができる。
【００７６】
コンテンツが再生されている間、閲覧画面のコントロールエリアには、表示形態用アイコ
ンおよびソート用アイコンに代えて、図９に示すように、そのコンテンツを利用すること
ができるアプリケーションプログラムのアイコン（アプリケーションプログラムＡ，Ｂ，
Ｃのアイコン）が表示される。
【００７７】
ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させ、所望のアプリケーションプログラムのアイコン
の表示をアクティブにした後、ジョグダイヤル４を押下することで、そのアプリケーショ
ンプログラムを起動させることができる。また、ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させ
、いずれのアイコンもアクティブになっていない状態（以下、このようなコントロールエ
リアの状態を、アプリケーション非選択状態と称する）にした後、ジョグダイヤル４を押
下することで、起動させたアプリケーションプログラムを停止させることができる。
【００７８】
なお、コンテンツが再生されたとき、コントロールエリアは、デフォルトとして、アプリ
ケーション非選択状態となる。図９中、影が付されて、コントロールエリアに表示されて
いるアイコンは、アクティブになっていないアイコンである。
【００７９】
以上のように、ユーザは、ジョグダイヤル４を操作することで、閲覧画面上で、コンテン
ツを閲覧したり、その閲覧の結果見つけ出したコンテンツを視聴したり、さらにはこのコ
ンテンツを利用することができるアプリケーションプログラムを起動させることができる
。
【００８０】
なお、上述したようなジョグダイヤル４に対応した閲覧画面の形成は、ＣＰＵ５１が、コ
ンテンツ閲覧プログラム５４Ｄを実行するで実現される。例えば、サムネイルアイコンの
表示にあっては、ＣＰＵ５１（コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄ）は、ホストバス５２、
ブリッジ５３、ＰＣＩバス５６、メモリースティックスロットインターフェース１１４、
およびメモリースティックスロット１１５を介して、それに装着されているメモリーステ
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ィック１１６から、そこに記録されているコンテンツの名前、属性、大きさ、または記録
年月日を読み取る。そして、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、メモリースティック１
１６に記録されているコンテンツに対応するサムネイルアイコンを生成し、それを、読み
取った情報（コンテンツの名前、属性等）とともに、ホストバス５２、ブリッジ５３、Ａ
ＧＰ５０、およびビデオコントローラ５７を介して、ＬＣＤ７に出力する。
【００８１】
次に、ラインビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄの処
理手順を、図１０のフローチャートを参照して説明する。なお、図６に示した閲覧画面が
ＬＣＤ７に表示されている状態で、この処理が開始されるものとする。
【００８２】
ステップＳ１において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状態監視プ
ログラム７０Ｆ（ＲＯＭ７０に記憶されているプログラム）からの監視結果に基づいて、
ジョグダイヤル４が回転操作（図３中、矢印ａが示すように、上方または下方に操作）さ
れたか否かを判定し、回転操作されたと判定した場合、ステップＳ２に進む。
【００８３】
なお、ステップＳ１において判定されるジョグダイヤル４に対する回転操作は、ユーザが
、閲覧画面のビューエリアに表示されるサムネイルアイコンをスクロールさせる場合に行
う操作である。すなわち、以下に説明するステップＳ２乃至ステップＳ６は、ユーザが、
コンテンツを閲覧するために、ジョグダイヤル４を回転させた場合に対応する処理である
。
【００８４】
ステップＳ２において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル４が、上方
に回転されたかまたは下方に回転されたかを判定し、上方に回転されたと判定した場合、
ステップＳ３に進む。すなわち、ステップＳ３，Ｓ４は、ジョグダイヤル４を上方に回転
させた場合に対応処理である。
【００８５】
ステップＳ３において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、直線状に並ぶサムネイルア
イコンのうち、先頭のサムネイルアイコン（図７の例では、”名前１”のコンテンツのサ
ムネイルアイコン）が、選択状態サムネイルアイコンとして表示されている（ビューエリ
アの中央に表示されている）か否かを判定し、先頭のサムネイルアイコンが選択状態サム
ネイルアイコンとして表示されていないと判定した場合、ステップＳ４に進む。
【００８６】
ステップＳ４において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、ジョグダイヤル４
の回転角度に対応する分だけ、サムネイルアイコンの全体を、下方にスクロールさせる。
その後、ステップＳ１に戻る。
【００８７】
ステップＳ３で、先頭のサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表示さ
れていると判定された場合、ステップＳ４の処理は、スキップされ、ステップＳ１に戻る
。
【００８８】
すなわち、ジョグダイヤル４を上方に回転させることで、サムネイルアイコンの全体を、
図７に示したように、先頭のサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表
示されるまで、下方にスクロールさせることができる。
【００８９】
ステップＳ２で、ジョグダイヤル４が、下方に回転されたと判定された場合、ステップＳ
５に進む。すなわち、ステップＳ５，Ｓ６は、下方に回転させた場合に対応する処理であ
る。
【００９０】
ステップＳ５において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、直線状に並ぶサムネイルア
イコンのうち、最後尾のサムネイルアイコン（図８の例では、”名前１５”のコンテンツ
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のサムネイルアイコン）が、選択状態サムネイルアイコンとして表示されている（ビュー
エリアの中央に表示されている）か否かを判定し、最後尾のサムネイルアイコンが選択状
態サムネイルアイコンとして表示されていないと判定した場合、ステップＳ６に進む。
【００９１】
ステップＳ６において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、ジョグダイヤル４
の回転角度に対応する分だけ、サムネイルアイコンの全体を、上方にスクロールさせる。
その後、ステップＳ１に戻る。
【００９２】
ステップＳ５で、最後尾のサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表示
されていると判定された場合、ステップＳ６の処理はスキップされ、ステップＳ１に戻る
。
【００９３】
すなわち、ジョグダイヤル４を下方に回転させることで、サムネイルアイコンの全体を、
図８に示したように、最後尾のサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして
表示されるまで、上方にスクロールさせることができる。
【００９４】
ステップＳ１で、ジョグダイヤル４が回転操作されていないと判定された場合、ステップ
Ｓ７に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状態監視プログラム７
０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が移動操作されたか否かを判定し、移
動操作されたと判定した場合、ステップＳ８に進む。なお、ステップＳ７において判定さ
れるジョグダイヤル４に対する移動操作は、ユーザが、選択状態サムネイルアイコンに対
応するコンテンツを視聴する場合に行う操作である。
【００９５】
すなわち、ステップＳ８において、コンテンツの再生処理が実行される。再生処理の詳細
は、図１１のフローチャートに示されている。
【００９６】
ステップＳ１１において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、選択状態サムネイルアイ
コンのコンテンツが、静止画であるか否かを判定し、静止画であると判定した場合、ステ
ップＳ１２に進み、そのコンテンツを、図９の閲覧画面のように、そのビューエリアに拡
大表示させる。
【００９７】
コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄはまた、このとき、拡大表示される静止画を利用するこ
とができるアプリケーションプログラムのアイコンを、図９の閲覧画面に示すように、そ
のコントロールエリアに表示させる。なお、デフォルトとして、コントロールエリアは、
アプリケーション非選択状態となっている。
【００９８】
ステップＳ１１で、コンテンツが静止画ではないと判定された場合、ステップＳ１３に進
み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、そのコンテンツが動画であるか否かを判定し、
動画であると判定した場合、ステップＳ１４に進む。
【００９９】
ステップＳ１４において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、選択状態サムネイルアイ
コンに対応するコンテンツを再生させるための処理を開始する。これにより、動画が、閲
覧画面のビューエリアに表示される。
【０１００】
コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄはまた、このとき、再生される動画を利用することがで
きるアプリケーションプログラムのアイコンを、閲覧画面のコントロールエリアに表示さ
せる。
【０１０１】
ステップＳ１３で、コンテンツが動画ではないと判定された場合、ステップＳ１５に進み
、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、そのコンテンツが音声であるとして、再生処理を
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開始する。これにより、音声が、スピーカ６５から出力される。
【０１０２】
コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄはまた、このとき、再生される音声を利用することがで
きるアプリケーションプログラムのアイコンを、閲覧画面のコントロールエリアに表示さ
せる。
【０１０３】
ステップＳ１２で、静止画が拡大表示されたとき、ステップＳ１４で、動画の再生が開始
されたとき、またはステップＳ１５で、音声の再生が開始されたとき、そしてそれぞれの
ステップで、アプリケーションプログラムのアイコンが、コントロールエリアに表示され
たとき、ステップＳ１６に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状
態監視プログラム７０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が回転操作された
か否かを判定する。なお、ここで判定されるジョグダイヤル４に対する回転操作は、ユー
ザが、閲覧画面のコントロールエリアに表示されたアプリケーションプログラムのアイコ
ンを選択するために、そのアイコンの表示をアクティブにする場合に行う操作、または起
動されたアプリケーションプログラムを停止させるために、コントロールエリアをアプリ
ケーション非選択状態にする場合に行う操作である。
【０１０４】
すなわち、ステップＳ１６で、ジョグダイヤル４が回転されたと判定された場合、ステッ
プＳ１７に進み、アプリケーションプログラムの選択処理が行われる。この処理の詳細は
、図１２のフローチャートに示されている。
【０１０５】
ステップＳ３１において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、図１１のステップＳ１６
で検出した回転操作により、ジョグダイヤル４が上方に回転されたかまたは下方に回転さ
れたかを判定し、上方に回転されたと判定した場合、ステップＳ３２に進む。
【０１０６】
すなわち、以下に説明するステップＳ３２乃至ステップＳ３６の処理は、ユーザが、ジョ
グダイヤル４を上方に回転させた場合に対応する処理である。
【０１０７】
ステップＳ３２において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、閲覧画面のコントロール
エリアが、アプリケーション非選択状態になっているか否かを判定し、アプリケーション
非選択状態になっていると判定した場合、ステップＳ３３に進む。
【０１０８】
ステップＳ３３において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、閲覧画面のコントロール
エリアに表示されているアイコンのうち、右端に表示されているアイコンをアクティブに
する。
【０１０９】
図９のコントロールエリアまたは図１３（Ａ）に示すように、コントロールエリアがアプ
リケーション非選択状態になっている場合において、ジョグダイヤル４が上方に回転され
ると、処理は、ステップＳ３１，Ｓ３２を経由して、ステップＳ３３に進み、図１３（Ｂ
）に示すように、右端に表示されているアプリケーションプログラムＣのアイコンがアク
ティブになる。なお、図１３は、アプリケーションプログラムのアイコンが表示されてい
るコントロールエリア部分を拡大した図である。また、図１３中、白抜きのアイコンは、
アクティブになっているアイコンを示し、影が付されているアイコンは、アクティブにな
っていないアイコンを示す。
【０１１０】
ステップＳ３２で、コントロールエリアがアプリケーション非選択状態ではないと判定さ
れた場合、ステップＳ３４に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、コントロールエ
リアに表示されている左端のアイコンがアクティブになっているか否かを判定し、アクテ
ィブになっていないと判定した場合、ステップＳ３５に進む。
【０１１１】
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ステップＳ３５において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、現在アクティブになって
いるアプリケーションプログラムのアイコンに代えて、その左隣に表示されているアイコ
ンをアクティブにする。
【０１１２】
例えば、図１３（Ｂ）に示すように、アプリケーションプログラムＣのアイコンがアクテ
ィブになっている場合（左端に表示されるアプリケーションプログラムＡのアイコンがア
クティブになっていない場合）において、ジョグダイヤル４が上方に回転されると、処理
は、ステップＳ３１，Ｓ３２，Ｓ３４を経由して、ステップＳ３５に進み、図１３（Ｃ）
に示すように、その左隣に表示されているアプリケーションプログラムＢのアイコンがア
クティブになる。
【０１１３】
ステップＳ３４において、左端に表示されるアイコンがアクティブになっていると判定さ
れた場合、ステップＳ３６に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、コントロールエ
リアを、アプリケーション非選択状態にする。
【０１１４】
例えば、図１３（Ｄ）に示すように、左端に表示されるアプリケーションプログラムＡの
アイコンがアクティブになっている場合において、ジョグダイヤル４が上方に回転される
と、処理は、ステップＳ３１，Ｓ３２，Ｓ３４を経由して、ステップＳ３６に進み、図１
３（Ａ）に示すように、コントロールエリアは、アプリケーション非選択状態になる（戻
る）。
【０１１５】
ステップＳ３３で、右端のアイコンがアクティブになったとき、ステップＳ３５で、左隣
のアイコンがアクティブになったとき、またはステップＳ３６で、コントロールエリアが
アプリケーション非選択状態になったとき、処理は終了し、図１１のステップＳ１６に戻
り、それ以降の処理が行われる。
【０１１６】
すなわち、アプリケーションプログラムのアイコンを選択する場合において、ユーザが、
ジョグダイヤル４を上方に回転させると、図１３の例では、コントロールエリアの表示が
、図１３（Ａ），（Ｂ），（Ｃ），（Ｄ）の状態を繰り返すようにして変化する。
【０１１７】
ステップＳ３１において、ジョグダイヤル４が下方に回転されたと判定された場合、ステ
ップＳ３７に進む。すなわち、以下に説明するステップＳ３７乃至ステップＳ４１の処理
は、ユーザが、ジョグダイヤル４を下方に回転させた場合に対応する処理である。
【０１１８】
ステップＳ３７において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、閲覧画面のコントロール
エリアが、アプリケーション非選択状態になっているか否かを判定し、アプリケーション
非選択状態になっていると判定した場合、ステップＳ３８に進む。
【０１１９】
ステップＳ３８において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、閲覧画面のコントロール
エリアに表示されているアイコンのうち、左端に表示されているアイコンをアクティブに
する。
【０１２０】
図９のコントロールエリアまたは図１３（Ａ）に示すように、コントロールエリアがアプ
リケーション非選択状態になっている場合において、ジョグダイヤル４が下方に回転され
ると、処理は、ステップＳ３１，Ｓ３７を経由して、ステップＳ３８に進み、図１３（Ｄ
）に示すように、左端に表示されているアプリケーションプログラムＡのアイコンがアク
ティブになる。
【０１２１】
ステップＳ３７で、コントロールエリアがアプリケーション非選択状態ではないと判定さ
れた場合、ステップＳ３９に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、コントロールエ
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リアに表示されている右端のアイコンがアクティブになっているか否かを判定し、アクテ
ィブになっていないと判定した場合、ステップＳ４０に進む。
【０１２２】
ステップＳ４０において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、現在アクティブになって
いるアプリケーションプログラムのアイコンに代えて、その右隣に表示されているアイコ
ンをアクティブにする。
【０１２３】
例えば、図１３（Ｄ）に示すように、アプリケーションプログラムＡのアイコンがアクテ
ィブになっている場合（右端に表示されるアプリケーションプログラムＣのアイコンがア
クティブになっていない場合）において、ジョグダイヤル４が下方に回転されると、処理
は、ステップＳ３１，Ｓ３７，Ｓ３９を経由して、ステップＳ４０に進み、図１３（Ｃ）
に示すように、その右隣に表示されているアプリケーションプログラムＢのアイコンがア
クティブになる。
【０１２４】
ステップＳ３９において、右端に表示されるアイコンがアクティブになっていると判定さ
れた場合、ステップＳ４１に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、コントロールエ
リアを、アプリケーション非選択状態にする。
【０１２５】
例えば、図１３（Ｂ）に示すように、右端に表示されるアプリケーションプログラムＣの
アイコンがアクティブになっている場合において、ジョグダイヤル４が下方に回転される
と、処理は、ステップＳ３１，Ｓ３７，Ｓ３９を経由して、ステップＳ４１に進み、図１
３（Ａ）に示すように、コントロールエリアは、アプリケーション非選択状態になる（戻
る）。
【０１２６】
ステップＳ３８で、左端のアイコンがアクティブにされたとき、ステップＳ４０で、右隣
のアイコンがアクティブにされたとき、またはステップＳ４１で、コントロールエリアが
アプリケーション非選択状態にされたとき、処理は終了し、図１１のステップＳ１６に戻
り、それ以降の処理が行われる。
【０１２７】
すなわち、アプリケーションプログラムのアイコンを選択する場合において、ユーザが、
ジョグダイヤル４を下方に回転させると、図１３の例では、コントロールエリアの表示は
、図１３（Ａ），（Ｄ），（Ｃ），（Ｂ）の状態を繰り返すようにして変化する。
【０１２８】
次に、図１１のステップＳ１６で、ジョグダイヤル４が回転操作されていないと判定され
た場合、ステップＳ１８に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状
態監視プログラム７０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が移動操作された
か否かを判定し、移動操作されたと判定した場合、ステップＳ１９に進む。
【０１２９】
ステップＳ１９において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、閲覧画面のコントロール
エリアがアプリケーション非選択状態であるか否かを判定し、アプリケーション非選択状
態であると判定した場合、ステップＳ２０に進み、ステップＳ１２、ステップＳ１４、ま
たはステップＳ１５で開始した、コンテンツを再生するための処理を中止する。これによ
り、コンテンツの再生は中止され、閲覧画面は、例えば、図６乃至図８に示したような状
態に戻る。その後、処理は、終了し、図１０のステップＳ１に戻る。
【０１３０】
ステップＳ１９で、コントロールエリアがアプリケーション非選択状態ではないと判定さ
れた場合、ステップＳ２１に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、このとき、閲覧
画面のコントロールエリアでアクティブになっているアイコンのアプリケーションプログ
ラムを起動させる。その後、ステップＳ１６に戻り、それ以降の処理が実行される。
【０１３１】



(18) JP 4730571 B2 2011.7.20

10

20

30

40

50

ステップＳ１８で、ジョグダイヤル４が移動操作されていないと判定された場合、ステッ
プＳ１６に戻る。すなわち、処理は、ステップＳ２０またはステップＳ２１に進まないの
で、コンテンツの再生がそのまま継続される。
【０１３２】
次に、サークルビューでコンテンツを閲覧する場合の処理について説明する。
【０１３３】
サークルビューにおける場合の閲覧画面のビューエリアには、メモリースティック１１６
に記録されているコンテンツのサムネイルアイコンが、図１４に示すように、円を形成す
る曲線状に並べられて表示される。サムネイルアイコンの並びの順番は、コントロールエ
リアのソート用アイコンに対応する順番に従う。図１４の例では、サムネイルアイコンは
、対応するコンテンツの名前順に並んでいる。
【０１３４】
またこのサムネイルアイコンの並びは、１つのサムネイルアイコンが、必ず、ビューエリ
アの中央に選択状態サムネイルアイコンとして表示される。
【０１３５】
選択状態サムネイルアイコンは、ラインビューの場合と同様に、そのサムネイル画像の全
体が表示されるとともに、対応するコンテンツの名前（名前９）、属性（JPG、カメラの
絵）、記録容量（９６Ｋ）、および記録年月日（1999/04/20）がその下側に付され、かつ
、枠に囲まれるようにして表示される。
【０１３６】
選択状態サムネイルアイコン以外のサムネイルアイコンは、そのサムネイル画像が、重な
るようにして表示される。またこのサムネイルアイコンに対応するコンテンツの名前およ
び属性は、サムネイルアイコンの位置に対応して表示される。
【０１３７】
すなわち、ユーザは、選択状態サムネイルアイコンのサムネイル画像の全体、並びに対応
するコンテンツの名前、属性、大きさ、および記録年月日を閲覧することができ、また他
のサムネイルアイコンのサムネイル画像の一部、並びにコンテンツの名前および属性を閲
覧することができる。
【０１３８】
また、ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させることで、ビューエリアに表示されている
サムネイルアイコンをスクロールさせることができる。ジョグダイヤル４が上方に回転さ
れると、サムネイルアイコンの全体が、例えば、その回転角に対応する分だけ、時計方向
にスクロールされる。すなわち、サムネイルアイコンがそれぞれ時計方向に移動し、ビュ
ーエリアの左上側に表示されていたサムネイルアイコンは、表示されなくなり、ビューエ
リアの右上側からは、新たなサムネイルアイコンが表示されるようになる。
【０１３９】
図１５の閲覧画面におけるビューエリアには、図１４の閲覧画面におけるビューエリアの
表示に対して、１サムネイルアイコン分だけ、時計方向にスクロールされた状態が示され
ている。
【０１４０】
一方、ジョグダイヤル４が下方に回転されると、サムネイルアイコンの全体が、例えば、
その回転角に対応する分だけ、反時計方向にスクロールされる。すなわち、表示されてい
るサムネイルアイコンがそれぞれ反時計方向に移動し、ビューエリアの右上側に表示され
ていたサムネイルアイコンは、表示されなくなり、ビューエリアの左上側からは、新たな
サムネイルアイコンが表示されるようになる。
【０１４１】
以上のようにして、ユーザは、メモリースティック１１６に記録されている全てのコンテ
ンツを閲覧することができる。
さらに、ユーザは、閲覧の結果、所望のコンテンツを見つけ出したとき、それを視聴する
ことができる。ここでの操作は、ラインビューの場合と同様であるので、その説明は省略
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する。
【０１４２】
さらに、ユーザは、再生されるコンテンツを利用するアプリケーションプログラムを選択
し、起動させることができる。ここでの操作は、ラインビューの場合と同様であるので、
その説明は省略する。
【０１４３】
以上のように、ユーザは、ジョグダイヤル４を操作することで、コンテンツを閲覧したり
、その閲覧の結果見つけ出したコンテンツを視聴したり、さらにはそのコンテンツを利用
することができるアプリケーションプログラムを起動させることができる。
【０１４４】
次に、サークルビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄの
処理手順を、図１６のフローチャートを参照して説明する。なお、図１５に示した閲覧画
面がＬＣＤ７に表示されている状態で、処理が開始されるものとする。
【０１４５】
ステップＳ５１において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状態監視
プログラム７０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が回転操作されたか否か
を判定し、回転操作されたと判定した場合、ステップＳ５２に進む。
【０１４６】
なお、ステップＳ５１において判定されるジョグダイヤル４に対する回転操作は、ユーザ
が、閲覧画面のビューエリアに表示されるサムネイルアイコンをスクロールさせる場合に
行う操作である。すなわち、以下に説明するステップＳ５２乃至ステップＳ５４は、ユー
ザが、コンテンツを閲覧するために、ジョグダイヤル４を回転させた場合に対応する処理
である。
【０１４７】
ステップＳ５２において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル４が、上
方に回転されたかまたは下方に回転操作されたかを判定し、上方に回転されたと判定した
場合、ステップＳ５３に進む。
【０１４８】
ステップＳ５３において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、ジョグダイヤル
４の回転角度に対応する分だけ、サムネイルアイコンの全体を、時計方向にスクロールさ
せる。その後、ステップＳ５１に戻る。
【０１４９】
ステップＳ５２で、ジョグダイヤル４が、下方に回転されたと判定された場合、ステップ
Ｓ５４に進む。ステップＳ５４において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、
ジョグダイヤル４の回転角度に対応する分だけ、サムネイルアイコンの全体を、反時計方
向にスクロールさせる。その後、ステップＳ５１に戻る。
【０１５０】
ステップＳ５１で、ジョグダイヤル４が回転操作されていないと判定された場合、ステッ
プＳ５５に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状態監視プログラ
ム７０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が移動操作されたか否かを判定し
、移動操作されたと判定した場合、ステップＳ５６に進む。なお、ステップＳ５５におい
て判定されるジョグダイヤル４に対する移動操作は、ユーザが、選択状態サムネイルアイ
コンに対応するコンテンツを視聴する場合に行う操作である。
【０１５１】
ステップＳ５６の処理は、図１０のステップＳ８の処理（図１１，１２のフローチャート
で説明した処理）と同様であるので、その説明は省略する。
【０１５２】
次に、スパイラルビューでコンテンツを閲覧する場合の処理について説明する。
【０１５３】
スパイラルビューにおける場合の閲覧画面のビューエリアには、メモリースティック１１
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６に記録されているコンテンツのサムネイルアイコンが、図１７に示すように、三次元空
間に存在する螺旋状に並べられて表示される。また、螺旋状に並べられたサムネイルアイ
コンのうち、画面に対して奥に位置するサムネイルアイコンは、小さく表示され、手前に
位置するサムネイルアイコンは、大きく表示される。サムネイルアイコンの並びの順番は
、コントロールエリアのソート用アイコンに対応する順番に従う。図１７の例では、サム
ネイルアイコンは、対応するコンテンツの名前順に並んでいる。
【０１５４】
またこのサムネイルアイコンの並びは、１つのサムネイルアイコンが、必ず、ビューエリ
アの中央に、選択状態サムネイルアイコンとして表示される。
【０１５５】
選択状態サムネイルアイコンは、ラインビューの場合と同様に、そのサムネイル画像の全
体が表示されるとともに、対応するコンテンツの名前（名前９）、属性（JPG、カメラの
絵）、記録容量（９６Ｋ）、および記録年月日（1999/04/20）がその下側に付され、かつ
、枠に囲まれるようにして表示される。
【０１５６】
選択状態サムネイルアイコン以外のサムネイルアイコンは、そのサムネイル画像が、重な
るようにして表示される。
【０１５７】
すなわち、ユーザは、選択状態サムネイルアイコンのサムネイル画像の全体、並びに対応
するコンテンツの名前、属性、大きさ、および記録年月日を閲覧することができ、また他
のサムネイルアイコンのサムネイル画像の一部を閲覧することができる。
【０１５８】
また、ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させることで、ビューエリアに表示されている
サムネイルアイコンをスクロールすることができる。ジョグダイヤル４が上方に回転され
ると、サムネイルアイコンの全体が、例えば、その回転角に対応する分だけ、右に回転し
ながら下方にスクロールされる。すなわち、ビューエリアの下側に表示されていたサムネ
イルアイコンは、表示されなくなり、ビューエリアの上側からは、新たなサムネイルアイ
コンが表示されるようになる。
【０１５９】
図１８の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４が上方に回転されて、サ
ムネイルアイコンの全体が右に回転しながら下方にスクロールされた結果、サムネイルア
イコンの並びにおいて先頭のサムネイルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとして
表示されている。なお、この状態で、ジョグダイヤル４がさらに上方に回転されても、こ
れ以上、サムネイルアイコンは、下方にスクロールされない。
【０１６０】
一方、ジョグダイヤル４が下方に回転されると、サムネイルアイコンの全体が、例えば、
その回転角に対応する分だけ、左に回転しながら上方にスクロールされる。すなわち、ビ
ューエリアの上側に表示されていたサムネイルアイコンは、表示されなくなり、ビューエ
リアの下側からは、新たなサムネイルアイコンが表示されるようになる。
【０１６１】
図１９の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４が下方に回転されて、サ
ムネイルアイコンの全体が左に回転しながら上方にスクロールされた結果、サムネイルア
イコンの並びにおいて最後尾のサムネイルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとし
て表示されている。なお、この状態で、ジョグダイヤル４がさらに下方に回転されても、
これ以上、サムネイルアイコンは、上方にスクロールされない。
【０１６２】
以上のようにして、ユーザは、メモリースティック１１６に記録されている全てのコンテ
ンツを閲覧することができる。
【０１６３】
さらに、ユーザは、閲覧の結果、所望のコンテンツを見つけ出したとき、そのサムネイル
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アイコンに対応するコンテンツを視聴することができる。ここでの操作は、ラインビュー
の場合と同様であるので、その説明は省略する。
【０１６４】
さらに、ユーザは、再生されるコンテンツを利用するアプリケーションプログラムを選択
し、起動させることができる。ここでの操作は、ラインビューの場合と同様であるので、
その説明は省略する。
【０１６５】
以上のように、ユーザは、ジョグダイヤル４を操作することで、コンテンツを閲覧したり
、その閲覧の結果見つけ出したコンテンツを視聴したり、さらにはこのコンテンツを利用
することができるアプリケーションプログラムを起動させることができる。
【０１６６】
次に、スパイラルビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄ
の処理手順を、図２０のフローチャートを参照して説明する。
【０１６７】
ステップＳ６１乃至ステップＳ６８は、ラインビューの場合の、図１０のステップＳ１乃
至ステップＳ２８の処理と基本的に同様であるので、その詳細な説明は、省略するが、ス
テップＳ６４において、サムネイルアイコンの全体は、右に回転しながら下方にスクロー
ルされ、ステップＳ６６において、左に回転しながら上方にスクロールされる。
【０１６８】
次に、平面ビューでコンテンツを閲覧する場合の処理について説明する。
【０１６９】
平面ビューにおける場合の閲覧画面のビューエリアには、メモリースティック１１６に記
録されているコンテンツのサムネイルアイコンが、図２１に示すように、平面（縦横）に
並べられて表示される。サムネイルアイコンの並びの順番は、コントロールエリアのソー
ト用アイコンに対応する順番に従う。図２１の例では、サムネイルアイコンは、対応する
コンテンツの名前順に並んでいる
またこのサムネイルアイコンの並びも、１つのサムネイルアイコンが、必ず、ビューエリ
アの中央に、選択状態サムネイルアイコンとして表示される。
【０１７０】
選択状態サムネイルアイコンは、ラインビューの場合と同様に、そのサムネイル画像の全
体が表示されるとともに、そのコンテンツの名前（名前８）、属性（JPG、カメラの絵）
、記録容量（４６Ｋ）、および記録年月日（1999/04/20）がその下側に付され、かつ、枠
に囲まれるようにして表示される。
【０１７１】
選択状態サムネイルアイコン以外のサムネイルアイコンは、そのサムネイル画面の全部が
見えるように並べられる。またそのサムネイルアイコンの下側に、対応するコンテンツの
名前および属性が、表示される。
【０１７２】
すなわち、ユーザは、選択状態サムネイルアイコンのサムネイル画像の全体、並びに対応
するコンテンツの名前、属性、大きさ、および記録年月日を閲覧することができ、また他
のサムネイルアイコンのサムネイル画像の全体、並びにコンテンツの名前および属性を閲
覧することができる。
【０１７３】
また、ユーザは、ジョグダイヤル４を回転させることで、ビューエリアに表示されるサム
ネイルアイコンをスクロールすることができる。ジョグダイヤル４が上方に回転されると
、サムネイルアイコンの全体が、例えば、その回転角に対応する分だけ、右方向にスクロ
ールされる。すなわち、表示されているサムネイルアイコンが、それぞれ右側に移動する
。
【０１７４】
図２２の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４が上方に回転されて、サ
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ムネイルアイコンの全体が右方向にスクロールされた結果、平面に並べられたサムネイル
アイコンのうち、左端に位置する”名前６”のコンテンツのサムネイルアイコンが、選択
状態サムネイルアイコンとして表示されている。
【０１７５】
この状態で、ジョグダイヤル４がさらに上方に回転されると、今度は、サムネイルアイコ
ンの全体は、左下方に大きくスクロールされる。その結果、図２３に示すように、図２２
において選択状態サムネイルアイコンとして表示されていた”名前６”のコンテンツのサ
ムネイルアイコンの列の上段で、かつ、右端に位置する”名前５”のコンテンツのサムネ
イルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとして表示されるようになる。
【０１７６】
この状態で、ジョグダイヤル４がさらに上方に回転されると、再び、サムネイルアイコン
の全体は、右方向にスクロールされる。
【０１７７】
図２４の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４がさらに上方に回転され
て、サムネイルアイコンの全体がさらに右方向にスクロールされた結果、平面に並べられ
たサムネイルアイコンのうち、左上角に位置する”名前１”のコンテンツのサムネイルア
イコンが、選択状態サムネイルアイコンとして表示されている。なお、この状態で、ジョ
グダイヤル４がさらに上方に回転されても、これ以上、スクロールされない。
【０１７８】
一方、ジョグダイヤル４が下方に回転されると、サムネイルアイコンの全体が、例えば、
その回転角に対応する分だけ、左方向にスクロールされる。すなわち、表示されているサ
ムネイルアイコンが、それぞれ左方向に移動する。
【０１７９】
図２５の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４が下方に回転されて、サ
ムネイルアイコンの全体が左方向にスクロールされた結果、右端に位置する”名前１０”
のコンテンツのサムネイルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとして表示されてい
る。
【０１８０】
この状態で、ジョグダイヤル４がさらに下方に回転されると、今度は、サムネイルアイコ
ンの全体は、右上方に大きくスクロールされる。その結果、図２６に示すように、図２５
において選択状態サムネイルアイコンとして表示されていた”名前１０”のコンテンツの
サムネイルアイコンの列の下段で、かつ、左端に位置する”名前１１”のコンテンツのサ
ムネイルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとして表示されるようになる。
【０１８１】
この状態で、ジョグダイヤル４がさらに下方に回転されると、再び、サムネイルアイコン
の全体は、左方向にスクロールされる。
【０１８２】
図２７の閲覧画面におけるビューエリアには、ジョグダイヤル４がさらに下方に回転され
て、サムネイルアイコンの全体がさらに左方向または右上方向にスクロールされた結果、
平面に並べられたサムネイルアイコンのうち、左下角に位置するサムネイルアイコンが選
択状態サムネイルアイコンとして表示されている。なお、この状態で、ジョグダイヤル４
がさらに上方に回転されても、これ以上、サムネイルアイコンは、スクロールされない。
【０１８３】
以上のようにして、ユーザは、例えば、メモリースティック１１６に記録されている全て
のコンテンツを閲覧することができる。
【０１８４】
さらに、ユーザは、閲覧の結果、所望のコンテンツを見つけ出したとき、そのサムネイル
アイコンに対応するコンテンツを再生することができる。ここでの操作は、ラインビュー
の場合と同様であるので、その説明は省略する
さらに、ユーザは、再生されるコンテンツを利用するアプリケーションプログラムを選択
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し、起動させることができる。ここでの操作は、ラインビューの場合と同様であるので、
その説明は省略する。
【０１８５】
次に、平面ビューでコンテンツの閲覧がされる場合のコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄの
処理手順を、図２８のフローチャートを参照して説明する。なお、ここでは、図２１に示
した閲覧画面がＬＣＤ７にすでに表示されているものとする。
【０１８６】
ステップＳ８１において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状態監視
プログラム７０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が回転操作されたか否か
を判定し、回転操作されたと判定した場合、ステップＳ８２に進む。
【０１８７】
なお、ステップＳ８１において判定されるジョグダイヤル４に対する回転操作は、ユーザ
が、閲覧画面のビューエリアに表示されるサムネイルアイコンをスクロールさせる場合に
行う操作である。すなわち、以下に説明するステップＳ８２乃至ステップＳ９０は、ユー
ザが、コンテンツを閲覧するために、ジョグダイヤル４を回転させた場合に対応する処理
である。また、そのうちのステップＳ８３乃至Ｓ８６は、ジョグダイヤル４を上方に回転
させた場合に対応し、ステップＳ８７乃至Ｓ９０は、下方に回転させた場合に対応する。
【０１８８】
ステップＳ８２において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル４が、上
方に回転されたかまたは下方に回転されたかを判定し、下方に回転されたと判定した場合
、ステップＳ８３に進む。
【０１８９】
ステップＳ８３において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、平面に並ぶサムネイルア
イコンのうち、左端に位置するサムネイルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとし
て表示されている（ビューエリアの中央に表示されている）か否かを判定し、そのような
サムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表示されていないと判定した場
合、ステップＳ８４に進む。
【０１９０】
ステップＳ８４において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、ジョグダイヤル
４の回転角度に対応する分だけ、サムネイルアイコンの全体を、右方向にスクロールさせ
る。その後、ステップＳ８１に戻る。
【０１９１】
ステップＳ８３で、左端に位置するサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンと
して表示されていると判定された場合、ステップＳ８５に進み、右上角に位置するサムネ
イルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとして表示されているか否かを判定し、そ
のようなサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表示されていないと判
定した場合、ステップＳ８６に進む。
【０１９２】
ステップＳ８６において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、サムネイルアイコンの全
体を、大きく左下方向にスクロールさせる。その後、ステップＳ８１に戻る。
【０１９３】
ステップＳ８５で、右上角に位置するサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコン
として表示されていると判定された場合、ステップＳ８６の処理は、スキップされ、ステ
ップＳ８１に戻る。
【０１９４】
すなわち、図２３に示したように、右上角のサムネイルアイコンが選択状態サムネイルア
イコンとして表示されるまで、ジョグダイヤル４を上方に回転させることで、サムネイル
アイコンの全体を、右方向または左下方向に繰り返しスクロールさせることができる。
【０１９５】
ステップＳ８２で、ジョグダイヤル４が、下方に回転されたと判定された場合、ステップ
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Ｓ８７に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、平面に並ぶサムネイルアイコンのう
ち、右端に位置するサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表示されて
いるか否かを判定し、そのようなサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとし
て表示されていないと判定した場合、ステップＳ８８に進む。
【０１９６】
ステップＳ８８において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、例えば、ジョグダイヤル
４の回転角度に対応する分だけ、サムネイルアイコンの全体を、左方向にスクロールさせ
る。その後、ステップＳ８１に戻る。
【０１９７】
ステップＳ８７で、右端に位置するサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンと
して表示されていると判定された場合、ステップＳ８９に進み、左下角に位置するサムネ
イルアイコンが、選択状態サムネイルアイコンとして表示されているか否かを判定し、そ
のようなサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコンとして表示されていないと判
定した場合、ステップＳ９０に進む。
【０１９８】
ステップＳ９０において、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、サムネイルアイコンの全
体を、大きく右上方向にスクロールさせる。その後、ステップＳ８１に戻る。
【０１９９】
ステップＳ８９で、左下角に位置するサムネイルアイコンが選択状態サムネイルアイコン
として表示されていると判定された場合、ステップＳ９０の処理は、スキップされ、ステ
ップＳ８１に戻る。
【０２００】
すなわち、図２７に示したように、左下角のサムネイルアイコンが選択状態サムネイルア
イコンとして表示されるまで、ジョグダイヤル４を下方に回転させることで、サムネイル
アイコンの全体を、左方向または右上方向に繰り返しスクロールさせることができる。
【０２０１】
ステップＳ８１で、ジョグダイヤル４が回転操作されていないと判定された場合、ステッ
プＳ９１に進み、コンテンツ閲覧プログラム５４Ｄは、ジョグダイヤル状態監視プログラ
ム７０Ｆからの監視結果に基づいて、ジョグダイヤル４が移動操作されたか否かを判定し
、移動操作されたと判定した場合、ステップＳ９２に進む。なお、ステップＳ９１におい
て判定されるジョグダイヤル４に対する移動操作は、ユーザが、選択状態サムネイルアイ
コンに対応するコンテンツを視聴する場合に行う操作である。
【０２０２】
ステップＳ９２の処理は、図１０のステップＳ８の処理（図１１，１２のフローチャート
で説明した処理）と同様であるので、その説明は省略する。
【０２０３】
以上のように、各種の形態で表示されるサムネイルアイコンを、ジョグダイヤル４を操作
することで、容易に閲覧することができる。
【０２０４】
なお、以上においては、ジョグダイヤル４を利用してコンテンツを閲覧する場合を例とし
て説明したが、図２９に示すように、回転することができる角度が所定の角度に制限され
ているダイヤルＸを利用して、コンテンツを閲覧することができる。この場合、矢印Ｃ方
向の操作が、ジョグダイヤル４における回転操作に相当し、矢印Ｄ方向の操作が、ジョグ
ダイヤル４における移動操作に相当する。
【０２０５】
また、図３０に示すように、３つのボタンＡ乃至Ｃからなるボタン群Ｙを利用してコンテ
ンツを閲覧することもできる。この場合、ボタンＡに対する操作が、ジョグダイヤルＡに
おける上方の回転操作に相当し、ボタンＣに対する操作が、ジョグダイヤル４における下
方の回転操作に相当する。またボタンＢに対す操作は、ジョグダイヤル４における移動操
作に相当する。
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【０２０６】
さらに、カーソルキーを利用してコンテンツを閲覧するようにすることもできる。
【０２０７】
上述した一連の処理は、ソフトウェアにより実行することもできる。そのソフトウェアは
、そのソフトウェアを構成するプログラムが、専用のハードウェアに組み込まれているコ
ンピュータ、または、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行す
ることが可能な、例えば汎用のパーソナルコンピュータなどに、記録媒体からインストー
ルされる。
【０２０８】
この記録媒体は、図５に示すように、コンピュータとは別に、ユーザにプログラムを提供
するために配布される、プログラムが記録されている磁気ディスク１２１（フロッピーデ
ィスクを含む）、光ディスク１２２（CD-ROM，DVDを含む）、光磁気ディスク１２３（Ｍ
Ｄを含む）、もしくは半導体メモリ１２４などよりなるパッケージメディアなどにより構
成される。
【０２０９】
また、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、記載
された順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されな
くとも、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【０２１０】
【発明の効果】
　本発明の情報処理装置および方法、並びにプログラム格納媒体によれば、容易にコンテ
ンツを閲覧することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したパーソナルコンピュータ１の外観の構成例を示す図である。
【図２】図１のパーソナルコンピュータの本体の平面図である。
【図３】図１のパーソナルコンピュータのジョグダイヤル付近の拡大図である。
【図４】図１のパーソナルコンピュータの右側面の構成を示す右側面図である。
【図５】図１のパーソナルコンピュータの内部の構成例を示すブロック図である。
【図６】閲覧画面の表示例を示す図である。
【図７】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図８】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図９】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図１０】ラインビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄ
の処理手順を説明するためのフローチャートである。
【図１１】図１０のステップＳ８の処理の詳細を説明するためのフローチャートである。
【図１２】図１１のステップＳ１７の処理の詳細を説明するためのフローチャートである
。
【図１３】閲覧画面のコントロールエリアに表示されるアプリケーションプログラムのア
イコンの表示例を示す図である。
【図１４】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図１５】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図１６】サークルビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５４
Ｄの処理手順を説明するためのフローチャートである。
【図１７】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図１８】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図１９】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２０】スパイラルビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５
４Ｄの処理手順を説明するためのフローチャートである。
【図２１】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２２】閲覧画面の他の表示例を示す図である。



(26) JP 4730571 B2 2011.7.20

10

【図２３】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２４】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２５】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２６】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２７】閲覧画面の他の表示例を示す図である。
【図２８】平面ビューでコンテンツを閲覧する場合のコンテンツ閲覧プログラム５４Ｄの
処理手順を説明するためのフローチャートである。
【図２９】ダイヤルＸを示す図である。
【図３０】ボタン群Ｙを示す図である。
【符号の説明】
１　パーソナルコンピュータ，　３　表示部，　４　ジョグダイヤル，　７　ＬＣＤ，　
５１　ＣＰＵ，　５４　ＲＡＭ，　６５　スピーカ，　１１４　メモリースティックスロ
ットインターフェース，　１１５　メモリースティックスロット，　１１６　メモリース
ティック

【図１】 【図２】
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【図１７】 【図１８】
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【図２５】 【図２６】
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【図２９】

【図３０】



(34) JP 4730571 B2 2011.7.20

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２０００－１０５７７２（ＪＰ，Ａ）
              特開平０９－０９７１５３（ＪＰ，Ａ）
              特開平１１－２８２６０１（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              G06F   3/048
              G06F   3/14
              G06F  17/30


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

